
■平成 26 年度 繁盛店づくり事業（実践コース）：事例紹介 

商店街活性化の核となる魅力ある繁盛店づくり 
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●取組の経緯・背景                                    
 亀田商店会連合会周辺は、新潟市のベッドタウンとして人口増加の傾向にあるが、商店街としては、６つの
商店会の連合体のため範囲が広く、店舗の集積があまり高くなく広範囲に亘っている。 

平成 25 年度に続き 26 年度も本研修を受講したが、前年受講した店舗においては、自主的に取組を継続し
ており、他店舗においても、店頭にイーゼルを設置するなど、徐々に繁盛店づくりが普及している。 

地域の顧客にとって「魅力ある店舗」が増え、商店街内で買い物をする新規顧客が増え、地域の憩いの場と

なるような商店街を目指している。 
 

●取組内容                                        
�‚ �.�C���2 �ƒ ��

当連合会には７１店舗あるが、そのうち臨店研修参加店として、５商店が繁盛店づくりに取り組んだ。 
５店舗が臨店研修に臨み、各店舗が課題とした点は、以下の通りである。 

①情報発信力の強化                ②店内外の回遊性向上 
③不調な商材の撤退と新業種展開の継続検討     ④店頭ウィンドウの活かし方 
⑤顧客への販促強化 

 
上記の各店舗の課題に対して、実践した取組は以下の通りである。 

①店頭看板の改善                 ②店舗入口の改善 

③レイアウト変更による店内スペースの有効活用   ④ファサードでの「売り商品」の訴求強化 
⑤商品陳列の改善 
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参加店会議の回を重ねる毎に、臨店研修参加店同士の意見交換が活発化し、更に参加店以外の他店舗も出

席する等、商店街内に繁盛店づくりの意識が醸成された。また、臨店研修時の話題以外にも、各人が問題提
起し、それに関する意見交換が進められる等、商店街内のコミュニケーションが活性化した。 

とりわけ、各店舗の取組を自店にも当てはめて考えつつ、相互にアドバイスする発言がみられ、「他店の
成功例はとても参考になり、また、まだまだ努力が足りないとモチベーションが上がった」との感想が出る
等、各店舗が相互に関心を持ち関わっていく中で、自店の顧客に他店のサービスを紹介し合うなど、連携す
る機運が生まれた。 
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当研修の中で店舗間の連携（相互に各店舗を宣伝等）の活動に連動して、新潟市江南区役所職員の声掛け
により「亀田まちなかネットワーク」という亀田地域活性化に向けた取組が 1 月より立ち上がった。月 1 回
程のペースで会合を実施する中で、各個店・各商店街と江南区役所・亀田商工会議所が一体となって、繁盛
店づくりや地域活性化への取組が、点から線、そして面へと波及していくきっかけが生まれた。 

 

  

支援先商店街名：亀田商店会連合会 

所在地：新潟県新潟市 

臨店研修参加店舗：５店舗 

研修期間：平成２６年１０月～２７年２月 

売上：対前年度比率 124.9％ 
客数：対前年度比率 123.1％ 

臨店研修参加店舗の取組成果（対前年度比平均） 
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●取組事例                                       ��
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・店先Ａ看板の内容を更新し、季
節ごとの商品、新製品の訴求を
行った。 

・また駐車場の案内看板を新設し

て顧客が来店しやすいよう改善
した。（和洋菓子店） 
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・出入口が２箇所あったため、顧

客が店右側商品を認識してもら
えなかったが、出入口を１箇所

にすることにより、店内商品を
くまなく認識してもらえるよう
になった。 

・店頭の段差解消のため、廃材を
活用したスロープを作成・設置
して顧客がスムースに入店でき

るようにした。（生花店） 
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・売れ行きの悪い紳士服を縮小し、

店内レイアウトを変更した。空き

スペースには子ども連れのお客
様に配慮したキッズコーナーを
設置した。 

・引き続き、新たな業種展開の検討
を進めている。（洋装品店） 
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・店頭ウィンドウにポスターや人
型看板が多く店内が見えなかっ
た。 

・そこで「マクラスタンド」を店頭

に設置することにより、「ウリ商
品」の訴求強化を図った。 

（寝装具店） 
 

�¢�¯�£ �`�<�����·
Ë�n ��
・平台における商品陳列について、

骨董品「お膳」を使い、陳列の凹
凸化を図った。 

・特に骨董品を什器として活用す

ることで、商品イメージに合った
「和のテイスト」や「老舗感」の
演出を図った。 

（麹・味噌製造販売店）��


